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四
千
人
の
来
場
者
で
終
日
賑
わ
う

家
畜
に
親
し
む
つ
ど
い
運
営
委
員
会

主
催
（
構
成
・
畜
産
関
係
六
団
体
及
び

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所
、

県
央
家
畜
保
健
衛
生
所
）
の
「
家
畜
に

親
し
む
集
い
」が
、十
月
二
十
七
日（
日
）

畜
産
技
術
所
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
一
過
の
晴
天
で
ポ
カ

ポ
カ
陽
気
も
手
伝
い
、
来
場
者
は
推
定

四
千
人
を
超
え
る
賑
わ
い
と
な
り
ま
し

た
。展

示
等
は
、
畜
産
技
術
所
・
県
央

家
畜
保
健
衛
生
所
の
施
設
公
開
と
併
せ

て
、本
県
畜
産
の
P
R
や
乳
搾
り
体
験
、

卵
の
つ
か
み
ど
り
、
牛
乳
乳
製
品
販
売
、

は
ち
み
つ
の
試
食
販
売
、
た
ま
ご
料
理

教
室
、
本
郷
獅
子
連
の
演
奏
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に
、
終
日
大
勢
の

皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

畜
産
技
術
所
に
隣
接
す
る
県
央
家
畜

保
健
衛
生
所
で
は
、
骨
密
度
測
定
、
牛

乳
パ
ッ
ク
工
作
教
室
、
顕
微
鏡
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
等
が
実
施
さ
れ
、
参
加
者

に
大
好
評
で
し
た
。「
ぼ
く
も
！
わ
た

し
も
！
獣
医
さ
ん
～
フ
ォ
ト
ポ
イ
ン
ト

～
」
は
、
特
に
小
学
生
な
ど
に
大
変
な

人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
フ
ワ
フ
ワ
、
子
豚
を

み
て
み
よ
う
等
は
子
供
達
に
大
変
に
人

気
が
あ
り
ま
し
た
。

家
畜
を
間
近
で
見
て
、
直
接
触
れ
、

家
畜
や
糞
の
臭
い
を
嗅
い
で
い
た
だ
く

と
共
に
、
畜
産
や
畜
産
製
品
の
知
識
の

普
及
啓
発
が
、
都
市
の
中
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
「
か
な
が
わ
の
畜
産
」
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

（
総
務
部
）

家
畜
に
親
し
む
つ
ど
い

去
る
十
月
十
八
日
、
J
A
グ
ル
ー

プ
原
発
事
故
損
害
賠
償
対
策
県
協
議
会

が
、
東
電
に
対
し
、「
本
県
産
牛
肉
価

格
下
落
に
係
る
請
求
（
第
三
次
要
請
）」

を
行
い
、
速
や
か
な
賠
償
の
履
行
を
強

く
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
産
業
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

及
び
本
県
選
出
自
民
党
国
会
議
員
に
対

し
て
も
、
賠
償
の
実
施
に
つ
い
て
東
電

を
強
力
に
指
導
す
る
こ
と
や
、
本
県
産

牛
肉
価
格
の
下
落
を
風
評
被
害
と
し
て

中
間
指
針
に
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と

等
に
つ
い
て
、再
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

東
電
等
へ
の
要
請
は
、
本
年
三
月

十
五
日
に
も
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
東
電
が
賠
償
に
応
じ
な
い
姿
勢
を

崩
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
志
村
会
長

を
始
め
、
生
産
者
代
表
及
び
関
係
団
体

代
表
が
参
加
し
、
東
電
原
発
事
故
と
本

県
産
牛
肉
価
格
下
落
に
相
当
因
果
関
係

が
あ
る
と
す
る
新
た
な
根
拠
を
示
し
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
要
請
に
対
す
る
回
答
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、回
答
が
あ
っ
た
段
階
で
、

次
号
以
下
の
畜
産
情
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（
畜
産
会
専
務
理
事
　
丹
波
）

家
畜
保
健
衛
生
所
が
本
県
の
畜
産
の

現
状
に
即
し
た
家
畜
保
健
衛
生
事
業
の

改
善
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

日
常
の
業
務
で
得
た
情
報
を
取
り
ま
と

め
て
発
表
す
る
業
績
発
表
会
が
県
畜
産

課
主
催
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
開
催
さ

原
発
賠
償
対
策
の
最
近
の
動
き

「
平
成
二
十
五
年
度
家
畜
保
健
衛
生

業
績
発
表
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

演
説
の
冒
頭
語
は
世
界
共
通
で
聴
取

者
へ
の
語
り
掛
け
で
す
。
で
も
、
日
本

で
は
「
皆
様
」
で
す
が
、英
語
で
は
「
レ

デ
イ
ス
　
ア
ン
ド
　
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」

ス
ペ
イ
ン
語
に
な
る
と
「
セ
リ
ョ
ー
ル

セ
リ
ョ
ー
ラ
　
セ
リ
ョ
リ
タ
」
つ
ま
り
、

「
旦
那
衆
、
奥
様
方
、
未
婚
の
お
嬢
様
方

よ
」
と
お
三
方
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

日
本
語
は
男
女
共
通
の
「
皆
様
」
の
一

言
だ
け
で
簡
単
で
す
が
、英
語
の
「
男
よ
、

女
よ
」
だ
け
で
な
く
、
ス
ペ
イ
ン
語
で

は
女
性
を
更
に
区
分
し
て
既
婚
と
未
婚

を
区
別
し
て
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

我
々
、
畜
産
業
界
で
は
、
牛
な
ら

ば
経
産
牛
、
未
経
産
牛
と
言
い
分
け
な

け
れ
ば
、
毎
日
の
搾
乳
作
業
や
経
営
を

語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
ヒ
ト
の

雌
を
既
婚
と
未
婚
に
区
別
す
る
の
は
な

ぜ
？
何
で
も
女
性
名
詞
と
男
性
名
詞
に

分
け
て
考
え
る
言
葉
は
、
船
は
女
性
名

ヒ
ト
の
恋
は
お
早
目
に

牛
の
恋
は
も
う
少
し
、
乳
質
は
大
目
に

詞
だ
か
ら
造
船
後
の
初
め
て
の
航
海
は

処
女
航
海
と
言
う
そ
う
で
す
な
。

結
婚
し
て
も
子
供
を
産
ま
な
い
ヒ

ト
も
多
い
の
で
、
家
畜
の
よ
う
に
経
産

と
未
経
産
に
分
け
る
の
は
意
味
が
な
い

だ
ろ
う
し
、
婚
前
の
懐
妊
や
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
が
珍
し
く
な
い
う
え
に
、
結
婚

を
望
ま
な
い
女
性
も
多
い
こ
と
か
ら
セ

リ
ョ
ー
ラ
と
セ
リ
ョ
リ
タ
を
冒
頭
に
声

を
張
り
あ
げ
て
言
う
事
も
無
い
だ
ろ
う
。

子
供
が
欲
し
く
な
い
ヒ
ト
が
多
い

反
面
、
望
ん
で
も
授
か
ら
な
い
故
に
高

額
の
不
妊
治
療
費
を
掛
け
る
例
を
見
る

と
、
約
半
世
紀
前
に
は
産
児
制
限
を
奨

励
し
て
い
た
事
が
嘘
の
よ
う
で
す
。
母

親
の
お
腹
に
い
る
と
き
に
、
生
涯
に
排

卵
す
る
だ
け
の
原
始
卵
胞
を
持
っ
て
生

ま
れ
て
き
た
雌
は
、
雄
の
精
子
の
よ
う

に
新
し
く
作
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
、年
々

減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
ヒ
ト
の
雌
は

五
〇
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
は
〇
と
な
り
閉

経
と
な
り
ま
す
。
ヒ
ト
の
卵
子
の
受
精

能
力
は
二
〇
代
か
ら
徐
々
に
衰
え
だ
し
、

三
五
歳
頃
か
ら
急
激
に
低
下
す
る
と
の

こ
と
。
繁
殖
能
力
と
関
係
な
く
長
生
き

す
る
ヒ
ト
の
性
は
複
雑
で
す
な
ー
。

一
方
、
乳
を
搾
乳
す
る
為
に
出
産
を

繰
り
返
す
高
泌
乳
牛
に
は
受
胎
能
力
の

低
下
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
未
だ
受
胎
能

力
が
十
分
に
有
る
の
に
、
き
つ
い
乳
質

規
制
に
よ
っ
て
淘
汰
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
の
は
生
産
資
源
の
浪
費
で
は
な

い
の
か
？
乳
中
の
細
胞
数
が
乳
房
、
乳

腺
の
炎
症
等
に
伴
う
増
加
な
ら
ば
当
然

廃
棄
す
べ
き
で
す
が
、
細
菌
数
等
に
関

係
な
く
、
加
齢
に
よ
る
だ
け
の
細
胞
数

の
多
少
の
増
加
は
大
目
に
み
る
べ
き
で

は
？
だ
っ
て
飲
ん
で
み
て
も
美
味
し
い

し
、
何
の
害
も
な
い
よ
。

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

れ
ま
す
。

日
時
：  

平
成
二
十
六
年
一
月
十
日（
金
）・

午
前
一
〇
時
か
ら

場
所
：  

海
老
名
市
文
化
会
館�

小
ホ
ー
ル

海
老
名
市
上
郷
四
七
六
ー
二

内
容
：  

家
畜
保
健
衛
生
所
の
運
営
及
び

家
畜
保
健
衛
生
の
企
画
、
推
進

に
関
す
る
業
務
や
家
畜
の
保
健

衛
生
に
関
す
る
試
験
、
調
査
等

お
問
い
合
せ
先

　
　
　
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ

（
☎
0
4
5

－

2
1
0

－

4
5
1
8
）

県
で
は
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
、
か
な
が
わ
産
牛

肉
地
産
地
消
推
進
事
業
を
開
始
し
、
酪

農
家
が
行
う
和
牛
受
精
卵
移
植
等
の
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
事

業
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
牛
肉
を
中
心

に
、「
か
な
が
わ
で
生
ま
れ
、
か
な
が

わ
で
育
っ
た
和
牛
の
お
肉
」を
県
民（
消

費
者
）
の
皆
様
に
食
べ
て
い
た
だ
く
た

め
、
店
頭
で
思
わ
ず
手
に
取
り
た
く
な

る
よ
う
な
、
親
し
み
や
す
い
ブ
ラ
ン
ド

牛
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
（
名
称
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
募
集
期
間
は

十
月
十
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
九
日
）。

神
奈
川
県
畜
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.pref.kanagaw

a.jp/
cnt/f480451/p704244.htm

l

（
検
索

ワ
ー
ド
：
か
な
が
わ
産
牛
肉
、
名
前
募

集
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
か
ら
、
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

採
用
さ
れ
た
名
称
を
ご
応
募
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
か
な
が
わ
産
牛
肉
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い

口
蹄
疫
及
び
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
国
内
へ
の
侵
入
リ
ス
ク
は
依

然
と
し
て
高
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
県
及
び
畜
産
会

で
は
万
が
一
の
発
生
に
備
え
、
防
疫
演

習
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
：

平
成
二
十
五
年

十
一
月
二
十
七
日
（
水
）

時
間
・
場
所
：

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
な
が
わ

農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
　
講
堂

海
老
名
市
杉
久
保
北
五
の
一
の
一

午
後
一
時
～
三
時
三
十
分

家
畜
集
合
セ
ン
タ
ー
　

綾
瀬
市
吉
岡
二
六
四
七
の
一

内
容
：

【
午
前
】

○  

疑
い
事
例
発
生
時
に
生
産
者
の
皆

さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。

○  

侵
入
防
止
の
た
め
、
飼
養
衛
生
管

理
基
準
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
。

（
机
上
）

【
午
後
】

○  

初
動
防
疫
作
業
の
基
本
：
防
疫
服

「
平
成
二
十
五
年
度
口
蹄
疫
及
び
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
家
畜
伝

染
病
防
疫
演
習
」
開
催
の
お
知
ら
せ

地方競馬の収益金は畜産振興に役立っています。

年       月       日（月）～       日（金） ナイター開催

昼間開催

日催開馬競崎川
25 1111 15

年       月       日（水）～       日（土）26 11 4
     月       日（月）～       日（金）16 12 20

の
着
脱
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に
お
け

る
消
毒
作
業
他
（
実
地
）

お
問
い
合
せ
先

県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ

（
☎
0
4
5

－

2
1
0

－

4
5
1
8
）

県
畜
産
会

（
☎
0
4
5

－

7
6
1

－

4
1
9
1
）

平
成
二
十
五
年
度
第
2
四
半
期

（
二
十
五
年
七
～
九
月
）
の
指
定
肉
用

子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価

格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

黒
毛
和
種�

四
九
四
、六
〇
〇
円

交
雑
種�

二
八
五
、三
〇
〇
円

乳
用
種�

一
三
一
、六
〇
〇
円

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保

証
基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共

に
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給

金
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
社
団
法
人
神
奈
川
県
肉
用
子
牛

価
格
安
定
基
金
協
会
）

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

～
乳
用
種
に
生
産
者
補
給
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
～

『
七
月
及
び
八
月
販
売
牛
の
補
填
金
単

価
報
告
』

肥
育
牛
生
産
者
を
取
り
巻
く
情
勢
が

大
変
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三

年
度
第
2
四
半
期
以
降
の
補
填
金
に
つ

い
て
毎
月
交
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

販
売
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
販
売
月
の

翌
月
末
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
ト
レ
サ
の
転
出
届
け
に
つ
い
て
も

同
様
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
完
了
し
て
お
い

て
下
さ
い
。
ト
レ
サ
転
出
が
確
認
で
き

な
い
場
合
に
は
販
売
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
て
も
補
填
金
交
付
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
ま
す
。

◎  

第
2
業
務
対
象
年
間
第
2
四
半
期
七

月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種�

〇
円

交
雑
種�

六
五
、四
〇
〇
円

乳
用
種�

四
三
、二
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
五
日

◎  

第
2
業
務
対
象
年
間
第
2
四
半
期
八

月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種�

〇
円

交
雑
種�

六
二
、八
〇
〇
円

新
マ
ル
キ
ン
事
業

乳
用
種�

四
八
、六
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
四
日

（
経
営
指
導
部
　
倉
迫
）

「かながわ畜産フードコレクション 2013」を県庁で開催します！
県産の畜産物の認知度向上と販売にスポットを当て、県庁舎を使った今までにないイベントを開催します。

「かながわ産のおいしい畜産フードが大集合！県庁に来て・見て・食べて、もっと知って！」
をコンセプトに、約 20 の出展者を予定しています。会場の様子をご覧に、ぜひおいで下さい。

日　時：平成 25 年 11 月 17 日（日）10 ～ 15 時、場所：神奈川県庁本庁舎駐車場と 3 Ｆ大会議場 
主　催：かながわ畜産フードコレクション運営委員会、協賛：県・県内畜産関係団体・企業等を予定
内　容：かながわ畜産フード食べ比べ、家畜とのふれあい、ステージイベントほか 

※国内で家畜伝染病発生の場合、又は荒天の場合には中止することがあります。

詳しくはこちら 検索かながわ畜産フードコレクション



第625号　平成25年11月１日（金曜日）

今
年
の
夏
、
横
浜
及
び
藤
沢
市
内
の

花
壇
苗
生
産
農
家
で
、
堆
肥
に
残
留
す

る
除
草
剤
が
原
因
と
思
わ
れ
る
生
育
障

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
農
家
で
使

用
し
て
い
た
堆
肥
及
び
培
土
を
用
い
、

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
生
物
検
定
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
に
起

因
す
る
と
思
わ
れ
る
生
育
障
害
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

一
．
は
じ
め
に

被
害
が
大
き
か
っ
た
花
壇
苗
農
家
で

は
県
内
の
酪
農
家
か
ら
入
手
し
た
良
質

の
堆
肥
を
規
定
よ
り
多
く
使
用
し
て
お

り
、
こ
の
堆
肥
に
残
留
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
「
ホ
ル
モ
ン
型
除
草
剤
：
ク
ロ

ピ
ラ
リ
ド
」の
特
徴
的
な
被
害
で
あ
る
、

生
育
時
に
葉
が
カ
ッ
プ
状
に
変
形
し
て

し
ま
う
な
ど
生
育
障
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
障
害
の
強
弱
は
あ
り
ま
し
た
が
結

果
的
に
数
万
鉢
の
出
荷
を
断
念
し
た
と

い
う
状
況
で
し
た
。

こ
う
し
た
牛
ふ
ん
堆
肥
を
原
因
と
し

た
生
育
障
害
は
平
成
16
年
以
降
、
本
県

も
含
め
、
長
野
県
や
東
京
都
等
全
国
的

堆
肥
に
残
留
し
た
除
草
剤
に
よ
る

生
育
障
害
に
つ
い
て

研究情報

に
散
発
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
神
奈
川

県
で
も
被
害
が
あ
っ
た
た
め
、
畜
産
農

家
の
み
な
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
情
報
提

供
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

二
．
ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
と
は
？

ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
は
ホ
ル
モ
ン
型
除
草

剤
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
等
で
牧
草
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
麦
類
等
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
農
薬
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
日
本
で
生
産
さ
れ
た
牧
草
類

に
含
ま
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
は
日
本
国
内
で
は
使

用
で
き
な
い
の
で
、
ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
残

留
の
原
因
は
、
そ
れ
を
使
用
し
て
い
る

外
国
か
ら
入
っ
て
く
る
飼
料
で
す
。

ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
を
含
む
除
草
剤
が
散

布
さ
れ
た
畑
で
栽
培
さ
れ
た
乾
草
や
穀

物
は
、
ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
を
残
留
す
る
可

能
性
が
高
く
、
そ
れ
を
食
べ
た
家
畜
の

ふ
ん
尿
か
ら
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
牛
乳
へ
は
移
行
し
な
い

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ク
ロ
ピ
ラ

リ
ド
は
他
の
除
草
剤
と
異
な
り
、
堆
肥

化
で
の
分
解
が
非
常
に
遅
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
こ
の
た
め
堆
肥
に
残
留
し

易
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ク

ロ
ピ
ラ
リ
ド
が
残
留
し
た
堆
肥
を
感
受

性
の
高
い
植
物
に
施
肥
す
る
こ
と
に
よ

り
植
物
の
生
育
障
害
が
起
こ
り
ま
す

（
図
1
）。

三
．

ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
に
よ
る
生
育
障

害
っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
？

ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
は
感
受
性
の
高
い
植

物
の
場
合
、
非
常
に
低
い
濃
度
で
生
育

障
害
が
起
こ
り
ま
す
。
典
型
的
な
も
の

に
、
ト
マ
ト
や
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
葉
の

異
常
（
写
真
1
、
2
）、
キ
ク
の
頂
芽

の
変
形
や
摘
心
部
の
肥
大
、
ニ
ン
ジ
ン

や
ヒ
メ
ヒ
マ
ワ
リ
の
葉
の
異
常
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
縮
葉
症
状
な
ど
が
あ

り
ま
す
（
写
真
3
～
8
）。
障
害
の
程

度
に
は
差
が
あ
り
ま
す
が
、
強
く
発
現

し
た
場
合
に
は
株
そ
の
も
の
が
枯
死
す

る
場
合
も
あ
り
、
収
穫
の
遅
延
、
品
質

や
生
産
量
の
低
下
等
に
よ
る
経
済
的
な

損
失
に
つ
な
が
る
被
害
と
な
り
ま
す
。

四
．
畜
産
農
家
と
し
て
の
予
防
策

輸
入
粗
飼
料
を
購
入
す
る
際
に
、
ク

ロ
ピ
ラ
リ
ド
使
用
の
有
無
を
販
売
業
者

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き

な
い
場
合
、
堆
肥
に
よ
る
生
育
障
害
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
堆
肥
の

譲
渡
時
、
十
分
に
注
意
す
る
よ
う
次
の

と
お
り
利
用
者
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

堆
肥
の
施
肥
量
に
注
意
、
特
に
耐
性

（
表
1
を
参
照
）
の
弱
い
品
目
に
つ
い

て
は
、
圃
場
で
２
t
／
10
ａ
程
度
、
培

養
土
は
容
積
比
で
20
％
程
度
。

ま
た
、
よ
り
慎
重
を
期
す
る
な
ら
、

残
留
量
の
測
定
や
生
物
検
定
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
残
留
量
の
測
定
は
専
門
の
検

査
機
関
に
依
頼
し
て
行
い
ま
す
（
※

1
）。
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
等
を
利
用
し
た

生
物
検
定
に
つ
い
て
は
生
産
者
自
ら
行

う
事
が
で
き
ま
す
。
結
果
が
で
る
ま
で

3
週
間
以
上
か
か
り
ま
す
の
で
、
販
売

す
る
1
ヶ
月
前
に
は
生
物
検
定
を
開
始

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
畜

産
技
術
所
普
及
指
導
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
※
1
）
参
考
ま
で
に
ク
ロ
ピ
ラ
リ

ド
に
つ
い
て
科
学
分
析
を
行
え
る
民
間

の
分
析
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

■  

（
一
財
）
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

東
京
本
部

☎
0
3
（
3
4
6
9
）
7
1
3
1
㈹

■
（
株
）
つ
く
ば
分
析
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
9
（
8
5
8
）
3
1
0
0

五
．
耕
種
農
家
で
可
能
な
対
策

○
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

キ
ク
科
、
ナ
ス
科
、
マ
メ
科
な
ど
感

受
性
の
高
い
作
物
を
栽
培
す
る
場
合

は
、
使
用
す
る
堆
肥
に
つ
い
て
サ
ヤ
エ

ン
ド
ウ
等
を
利
用
し
た
生
物
検
定
に
よ

り
、
残
留
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
。
堆
肥
の
施
用
量
は
、
圃
場
で
２
t

／
10
ａ
程
度
、
培
養
土
は
容
積
比
で

20
％
程
度
ま
で
に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。

○
被
害
が
発
生
し
た
ら

堆
肥
の
利
用
者
か
ら
、
ク
ロ
ピ
ラ
リ

ド
に
よ
る
生
育
障
害
が
疑
う
情
報
が

あ
っ
た
場
合
は
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
普
及
指
導
部
門
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。被

害
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
、
障
害

の
出
た
同
じ
ロ
ッ
ト
の
堆
肥
や
培
土
の

使
用
は
中
止
し
ま
す
。
ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド

は
水
溶
性
で
潅
水
に
よ
り
溶
脱
す
る
の

で
、
花
壇
苗
な
ど
で
被
害
が
出
た
場
合

に
は
多
め
に
潅
水
し
ま
す
。
そ
の
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
普
及
指
導
員
等
の

適
切
な
指
導
を
受
け
て
下
さ
い
。

六
．
最
後
に

今
回
、
生
育
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

と
疑
わ
れ
る
堆
肥
に
つ
い
て
、
生
産
し

た
酪
農
家
の
ご
協
力
を
得
て
、
過
去
の

粗
飼
料
給
与
の
状
況
や
残
留
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
が
、
明
確
な

原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
生
物
検
定

を
実
施
し
、
8
月
以
降
の
生
産
堆
肥
に

つ
い
て
は
ク
ロ
ピ
ラ
リ
ド
の
残
留
に
対

す
る
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
案
は
一
過
性
の
も
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
い
っ
た
ん
失
っ
た
信
頼

を
取
り
戻
す
こ
と
は
た
い
へ
ん
な
こ
と

で
す
。
今
回
の
よ
う
な
被
害
を
未
然
に

防
止
し
、
畜
産
農
家
と
耕
種
農
家
が
情

報
を
共
有
し
、
安
心
し
て
農
業
生
産
が

行
わ
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

こ
の
情
報
・
写
真
・
資
料
の
出
典
は

神
奈
川
県
で
発
生
し
た
記
載
事
例
を
除

き
「
飼
料
及
び
堆
肥
に
残
留
す
る
除
草

剤
の
簡
易
判
定
法
と
被
害
軽
減
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」（
独
）
農
業
・
食
品
産
業

技
術
研
究
機
構
、
平
成
21
年
3
月
発
行

か
ら
の
も
の
で
す
。

生
物
検
定
法
や
植
物
ご
と
の
被
害
状

況
な
ど
よ
り
詳
し
い
情
報
は
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

＊
U
R
L http://w

w
w

.naro.
affrc.go.jp/publicity_report/
publication/files/clopyralid.pdf

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所

竹
本
佳
正
）

「
秋
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
」

厳
し
い
残
暑
も
よ
う
や
く
終
わ
り
、

次
第
に
涼
し
く
な
っ
て
過
ご
し
や
す
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
各
地
で
畜
産
祭
り

な
ど
の
催
し
物
が
行
わ
れ
、
賑
わ
い
の

輪
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と

秋
が
来
た
な
あ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
夏
か
ら
秋
へ
の
季
節
の

変
わ
り
目
は
、
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き

く
な
り
ま
す
の
で
人
も
家
畜
も
体
調
を

崩
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
豚

で
は
繁
殖
豚
に
流
産
、
肥
育
豚
に
肺
炎

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
夏
の
疲

れ
や
栄
養
不
足
に
陥
っ
て
い
る
繁
殖
豚

家
保
だ
よ
り

に
は
飼
料
の
量
を
増
や
し
た
り
、
ビ
タ

ミ
ン
を
添
加
す
る
事
で
栄
養
状
態
を
回

復
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
肥
育
豚
が

肺
炎
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
カ
ー
テ

ン
管
理
を
徹
底
し
、
畜
舎
内
の
温
度
差

を
緩
和
（
５
℃
以
内
）
し
、
適
度
な
換

気
も
行
い
ま
し
ょ
う
。
朝
は
一
日
で
一

番
冷
え
る
の
で
仕
事
を
終
え
る
前
に
翌

日
の
天
気
予
報
を
見
て
、
カ
ー
テ
ン
や

コ
ン
パ
ネ
に
よ
る
保
温
対
策
を
と
り
、

豚
に
外
気
が
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

牛
は
比
較
的
寒
さ
に
は
強
い
で
す

が
、
寒
暖
の
差
が
激
し
い
こ
の
時
期
は

体
調
を
崩
し
て
カ
ゼ
を
ひ
い
た
り
下
痢

を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
豚
と

同
様
に
増
飼
や
ビ
タ
ミ
ン
添
加
等
で
体

調
を
整
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
牛
床
が
濡
れ
た
ま
ま
だ
と
体
温
が

奪
わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
免
疫
機
能

の
未
熟
な
子
牛
に
は
特
に
影
響
す
る
の

で
敷
料
を
十
分
使
う
な
ど
の
対
策
を
と

り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
保
温
の
た
め

に
畜
舎
を
締
め
切
る
と
ア
ン
モ
ニ
ア
に

よ
り
呼
吸
器
病
を
誘
発
す
る
の
で
適
度

な
換
気
も
心
が
け
て
下
さ
い
。

す
で
に
飼
養
管
理
に
つ
い
て
多
く
の

方
々
が
様
々
な
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
機
会
を
捉
え
て
積
極
的
に
こ
う
し

た
工
夫
の
情
報
交
換
を
し
て
、
さ
ら
に

飼
養
管
理
技
術
を
向
上
さ
せ
、
健
康
な

家
畜
を
育
て
、
安
全
・
安
心
な
畜
産
物

の
生
産
に
ご
尽
力
頂
き
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
　
中
橋
徹
）

猛
暑
も
終
わ
り
を
告
げ
、
秋
風
が
心

地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ス
キ

も
穂
を
つ
け
な
び
い
て
お
り
ま
す
。
放

牧
地
で
は
力
芝
と
い
う
雑
草
が
近
年
繁

茂
し
、
牧
養
力
の
低
下
が
起
き
て
い
ま

す
。
九
月
に
な
り
こ
の
力
芝
に
よ
り
牛

の
増
体
が
伸
び
悩
ん
で
き
た
こ
と
か
ら

今
年
は
十
月
早
々
に
放
牧
を
諦
め
、
舎

飼
管
理
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
乾
草
代

が
か
か
り
ま
す
が
、
牛
の
発
育
を
一
番

に
考
え
対
処
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で

今
年
の
四
月
に
入
牧
し
た
チ
ビ
牛
達
は

猛
暑
に
も
負
け
ず
順
調
に
発
育
し
、
早

大
野
山
た
よ
り

い
も
の
は
す
で
に
種
付
け
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
心
配
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
い
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
十
月

十
五
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
、
十
年
に

一
度
の
大
型
台
風
が
通
過
し
ま
し
た
。

牧
場
で
も
風
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
く

く
り
付
け
た
り
窓
を
閉
め
た
り
、
排
水

溝
を
清
掃
し
た
り
と
出
来
る
限
り
備

え
、
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
っ
た
わ
け
で

す
が
、
今
回
は
降
雨
量
1
0
0
ミ
リ

前
後
、
施
設
等
の
破
損
は
な
く
、
放
牧

地
に
大
き
な
崩
壊
も
起
き
ず
、
ほ
っ
と

し
た
の
も
つ
か
の
間
、
す
ぐ
に
発
生
し

た
二
七
号
、
二
八
号
、
ど
う
か
逸
れ
て

く
れ
ま
す
よ
う
に
…

さ
て
、
牧
場
が
畜
産
振
興
の
大
き
な

柱
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
が
、
も

う
一
つ
畜
産
業
の
理
解
醸
成
及
び
地
域

振
興
を
図
る
た
め
平
成
十
八
年
度
に
交

流
施
設
と
し
て
ま
き
ば
館
が
完
成
し
、

翌
年
度
よ
り
畜
産
交
流
教
室
を
定
期
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
牛
乳
を

用
い
て
バ
タ
ー
や
チ
ー
ズ
を
作
っ
た

り
、
牛
の
餌
や
り
な
ど
飼
養
管
理
作
業

を
手
伝
う
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
と
お
し
て
、
酪
農
業
や
畜
産

全
般
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
イ
ベ
ン
ト
形
式
で
参
加
者
を
募
り

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
畜
産
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
開
催
日
程
が
載
っ
て

い
ま
す
の
で
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
一
日
に
発
行
さ
れ
る
「
県
の
た
よ

り
」
で
募
集
し
ま
す
が
、
毎
回
抽
選
を

す
る
ほ
ど
人
気
が
あ
り
ま
す
。
餌
や
り

体
験
で
夢
中
に
な
っ
て
子
牛
に
乾
草
を

あ
げ
て
い
る
子
供
達
と
接
す
る
と
、
目

が
生
き
生
き
と
し
て
、
本
当
に
楽
し
そ

う
で
逆
に
我
々
職
員
が
元
気
を
た
く
さ

ん
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
将
来
、

畜
産
の
良
き
理
解
者
と
な
り
、
応
援
し

て
く
れ
れ
ば
と
願
う
し
だ
い
で
す
。
ぜ

ひ
、
皆
様
自
身
の
取
組
み
に
加
え
、
こ

の
企
画
の
推
進
に
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
こ
れ
か

ら
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
十
二
月

十
五
日
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ

う
、
お
正
月
イ
ベ
ン
ト
十
二
月
二
十
三

日
松
飾
を
つ
く
ろ
う
が
十
一
月
十
五
日

の
申
し
込
み
締
め
切
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
）

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長
　
原
田
）


